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本 日 の 出 席 会 員 数 ６５名中４６名 

先  々  週  出  席  率 ８５．００％ 

 

ゲ  ス  ト  三条市長   

高橋一夫様 

 

ヴィジター  三条北より  

本間建雄美さん 今村 泉さん  

山上茂夫さん 

 

先週のメークアップ 

 １/９ 三条南へ  

長谷川有美さん 平原信行さん 

渡辺喜彦さん 
１/１５  燕へ 加藤紋次郎さん  

 

 

 

 

会 長 挨 拶 

皆様こん

長様よう

ました。

和と題し

ご承知

度３月ま

に向け現在、当初の枠組みか

たが、栄町、下田村との３市

月２６日、合併法定協議会を

所、私共のクラブ例会にお出

とうございます。 
そもそも平成の大合併に至

２００２年度末で６６８兆７

あり、生まれたばかりの赤ん

当り５２５万円の借金になり

治体の借金いわゆる地方債も

年度末つまり、今年度３月末

００兆円の借金に達する勢い
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佐野 勝榮 会長 

にちは、高橋三条市

こそお出でいただき

今日は恒例の新春講

て卓話を頂きます。 
の様に、平成１７年

でに広域市町村合併

ら大きく変化しまし

町村合併に向けて今

設立の準備で忙しい

でいただき、ありが

る経緯は、国自体が

６０５億円の借金が

坊も含め、国民一人

ます。それに地方自

加えますと２００３

で国・地方合わせ８

です。こうしている



 

今も時計の針が刻む如く増え続けております。 
近い将来、少子高齢化時代がもうすぐ来ます。

益々国民への負担が大きくなり、いずれ国の財政

がパンクして国際金融市場から信用を失い、日本

の国債は大暴落し、紙クズ化しなけば良いがと心

配です。これを子孫代々迄、負う事になります。

国とすれば、今や国家財政予算の半分は国債を発

行し、借金で賄っています。もうこれ以上地方自

治体への交付金は今までの様に出せんとばかり、

小泉総理が掲げる改革の骨太の方針というものに

摩り替り、いわゆる三位一体論が出てまいりまし

た。 
皆様もご承知の様に、この三位一体とは地方分

権を実現する為に、（１）地方への補助金の削減

（２）国から地方への税源移譲（３）地方交付税

の見直しを同時に実施する改革です。補助金は国

が使途を特定して地方に配分するお金で、総額２

０兆円に上ります。政府・自民党案は２００６年

度までに補助金４兆円を削減し、義務教育費など

の義務的経費は全額、その他経費は８割を地方に

税源移譲する案です。一方、民主党案は２００６

年度までに補助金１８兆円を削減し、約５兆５０

００億円を税源移譲し、約１２兆円を一括交付金

として分配する内容です。これに対して、福岡、

和歌山、静岡、千葉、宮城、岩手の６県知事は約

９兆円の補助金を廃止し、地方に税源移譲すべき

だと提案を発表しています。いずれにしても、地

方自治体の財政は今後益々厳しくなりそうです。 
わが街、三条市の現状と将来についてどの様な

お考えなのか？どうあるべきなのか？どのような

構想をお持ちなのかをお聞きしたいと思います。 
この街に生まれ育ち、会社も家族も住んでいま

す。街が住みやすくなる事を住民の誰もが望んで

いる事はいうまでも有りません。その点で行政を

司る首長は大変な責務があると思います。大変ご

苦労の事と思いますが、今日はよろしくお願いし

ます。 

 

幹 事 報 告 

荻根沢隆雄幹事 

 

◎ 出席率についてのご案内とお願い 

当年度に入りまして出席率８５％以下の例会

が８回ございました。年間出席率が９０％以

上になりますよう皆様のご協力を宜しくお願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

高橋一夫様 

 明けましておめでとうございます。今年もよろ

しくお願いします。 

 

佐野勝栄さん 

 高橋三条市長殿をお迎えして。 

 

荻根沢隆雄さん 

 高橋三条市長様を歓迎申し上げます。また、本

日は卓話有難うございます。 

 

長谷川有美さん 

 今年初めての例会出席です。皆様新春おめでと

うございます。 

 昨年の暮に弊社の本社増改築工事が無事終了し

ました。山田電気様、高森エンジニア様には 

お世話になりました。 

 

小林敬典さん 

 長男がいよいよ結婚することになりました。有

難うございます。今月２３日に結納に行って来

ます。 

 

五十嵐力さん 

 お年玉年賀はがきで３等が当たりました。ふる

里小包がもらえるので帰りに郵便局に寄って

行きます。 

 

斎藤弘文さん 

 （協）三条工業会のサイト「越後物造りネット

ワーク」を三条市の多大な協力のもとに完成 

することが出来ました。 

 

橘 直樹さん 

 本年初例会です。本年も宜しくお願い致します。 

高橋市長さん卓話宜しくお願いします。 

 

渡辺喜彦さん 

 高橋市長の本年度ご活躍と本日の卓話の労をね

ぎらって。 

 

五十嵐昭一さん、石塚欣司さん、石橋育於さん 

会田二朗さん、小越憲泰さん、小柳直人さん、 

金子俊郎さん、川瀬康裕さん、近藤雄介さん、 

佐藤 武さん、渋谷正一さん、杉山幸英さん 

高森章仁さん、外山雅也さん、成田秀雄さん、 

平原信行さん、広岡豊作さん、藤田紘一さん 

  



 

船越正夫さん、丸山行彦さん、山田富義さん 

 高橋三条市長を歓迎致します。卓話楽しみにし

ております。            

 １月１９日分  ￥４３，０００ 

 今年度累計 ￥６５５，０００ 

    

卓   話 

 

 

 

 

 

三条市長 高橋 一夫 様 

あけましておめでとうございます今年もよろ

しくお願いします。 

三条市は昭和 9年の 1 月 1 日に全国で 123 番目

に市になり、今年の元旦でちょうど 70 周年を迎え

ました。70 回目の元旦マラソンは素晴らしいお天

気に恵まれ、今年は何かいいことがあるのではな

いかと期待をしております。ただ、雪がないと一

概に喜べるわけではなく、立場によって違います。

先般用事がありパール金属さんにお邪魔したとき、

社長さんがおっしゃるには鍋が売れないそうです。

特に土鍋と言うものは、寒さが来るか来ないかで

売れ行きが非常に違う、寒い時には寒くなっても

らわないと困ると言うことでした。しかし三条の

財政から見ると、除雪がないと言うことは非常に

助かります。除雪費に一回 1千万円、一応 1億の

予算を見ていますが、雪がないと除雪費がかから

ないのでこの調子で行ってくれれば助かると思い

ます。しかし、私は東京にいたので実際は分かり

ませんでしたが、38 豪雪は１月２０日頃から降り

始めたので、今月いっぱいは安心できないとのこ

とです。しかし、このまま雪がまったく無く、山

も降らないようだと夏の水の問題などがあり、考

えてみればその月々に合うべき物があったほうが

良いのかなという気がしています。 

ところで、先程会長さんの話の中にもありまし

たが、小泉総理大臣は去年の夏頃から三位一体の

改革と言っておられました。ただ去年の夏ごろに

三位一体とはこういうことだと具体的に示されれ

ば、私はひょっとすると燕、あるいは新津または

見附などで、住民投票により合併から離れる、独

自の形でやっていくといったようにはならなかっ

たと感じています。 

小泉総理大臣が一所懸命に三位一体の改革と

言っておられましたし、私も基本的に賛成です。

どうしても借金があるわけですし、まだまだ借金

は進んでいます。毎年借金が余計になって、この

一年で収支のバランスが取れるのではなく、これ

からしばらく続くわけです。その中で改革をやっ

て、借金は増えないと言うところまで持っていく、

それから返済していくというような逆転の形に持

っていくためには、構造改革というものは避けて

通れないと私も思っています。しかし、去年の暮

れに発表された三位一体の改革は、地方に非常に

大きな負担を強いる改革です。当初は地方交付

金・補助金を減らす代わりに、制約を少なくしそ

れを地方の自由に使えるような形にしようという

話でした。ただ、試算すると予算が８億円減る計

算になります。三条市は 3つの市町村で合併を勧

めているわけですが、それが実現すると新しくコ

ンピューターのソフトを替えたり、機器を替えた

り、新しく情報の資料を作らなければならない、

などいろいろ出てきます。その費用は当初 20 億く

らいの予算だったのですが、見積もり合わせなど

をしながら、最終的には 15 億ぐらいと言うところ

まできています。そして合併に向けて新しく情報

化をする費用は、半分は国が持ちましょうという

ことになっています。しかし半分は合併する市町

村が工面しなければいけません。しかも、それは

借金をしてやると言うわけにはいかないのです。

自治体が借金をすると言うことは道路を造る、高

架線を造る、下水道を作る、学校を直すと言う形

で、今の人たちが使うだけではなく、これから 20

年～30 年たっても人々が恩恵を被る施設を造る、

そういう時、今の財源で何とかするのではなくて

借金をみんなで負担してもらってもいいのではな

いかということで、借金をします。ところが、今、

たとえば職員が大勢いて、退職金が必要だとか、

あるいは給料だとかと言うような形で借金は認め

ません。それは、一般財源で工面しなければなら

ないことなのです。 

合併するための費用は、三条市は平成 16 年、

17 年で５億 6000 万円見込んでいます。その費用

を一般財源から出さなければいけません。三位一

体の政策が無ければ、国の交付金の 8億円が減ら

なかったかもしれないし、また合併をしなければ、

2年間で５億 6000 万円（初年度 3億円）がいらな

かったかも知れないわけですが、合併することに

よって 11 億くらいが通常の年よりも必要になっ

てきた、というように、本当に今回の予算編成は

非常に大変になってきました。ここに来て少しほ

っとしたことは、今年のテーマは、“手を貸そう”

  



 

 

と言うことなので、私にして見れば、“手を貸そ

う、金もやろう”と見えるんですが、今年は、三

条市ばかりでなく、県も非常に大変だと言うこと

です。 

交付金の 8 億円のうち、私立の保育所の補助金

はそのままで、公立の保育所の補助金を 3億円カ

ット（三条市には 15 の公立保育所がある）されま

した。なぜ公立の保育所の補助金だけを切るのか

というと、公立の保育所がどこにでもあるわけで

はなく、実際去年行った出雲市には公立の保育所

はひとつもありませんでした。そこは人口が三条

市と同じくらいですが、保育所はすべて私立、隣

の松江市は長岡と同じくらいですが、ここは５ヶ

所、公立の保育所がありました。これは１０月の

定例会でも議論があったことですが、三条の 15

の公立保育所を私立保育所と同じに扱ったら、4

億円くらい経費が少なく済みます。同じ仕事をし

ていながら公立の方が、経費がかかり、しかも三

条市の私立保育所は定員オーバーに対し、公立は

10 ヶ所が定員割れの状態です。今回のカットは、

もし三条のすべての公立保育所を私立 育所に変

えたら、8 億円ではなく 5 億円で済む

うことです。国の方針で、官から民へ

方の中で、効率の悪いものは早くに民

いと言うような意味もあるのかと考え

3 年ないしの期間があるのならともか

突然、公立保育所の補助を 3 億円カッ

いう形です。今年の予算は、交付金の

ければ、非常にゆったりしたものにな

た。平成 14 年、15 年の職員の給料を

理職手当も 30％カットしましたが、今

何とかお願いしています。そんなこと

成が一番頭の痛い問題ですが、何とか

やっていきたいと思います。 

次に子供たちの給食ですが、去年の

米飯給食を、週 3回から 5回にしまし

費用の面や反対の声が聞こえましたが

ると結果は非常によく、残す量も心配

はありませんでした。和食用に魚焼機

先日試食会に行って来ましたが、焼き

ちには人気でした。今、子供たちには

シヒカリを食べてもらっていますが、

家の方々と話をしながら減農薬米にし

べてもらおうと考えています。減農薬

反収が下がりますが、その分は人件費

農家の保障しようと話をしています。

おいしくて、安心なお米を子供たちに

えればと考えております。野菜もメニ

せて地域で作っているものを順次供給

つもりです。去年は玉ねぎを農家の方

出してもらいました。今まで農家の方は自家用に

しか作っていませんでしたが、これがうまくいっ

て、次はトマトなどを使ってもらえないかと話が

来ていますし、そういう話が来たときは、積極的

に買うようにしています。 

また、これは皆さんにも関係してくる話ですが、

地域コミュニティーを立ち上げてくださいとお話

しています。それは地域の人たちから一歩行政の

仕事をしてもらい、行政の役割をすこし小さくし

てもらう、小さくすると市の人件費を減らすこと

になる、それを皆さんに差し上げて、会議所、農

業、地域の事業費に当ててもらう、と考えていま

す。市でやるには人件費がかかり、事業費がなく

なってしまう、そんな悪循環にならないように、

人件費を仕事が出来るお金に変えようと今、やっ

ています。 

もうひとつ、三条の教育についてですが、県に

良い先生を三条に招聘しようとお願いしましたが、

三条の現状として、良い先生を呼ぶ環境ではない

と却下されました。良い先生を呼ぶには、三条は

まだ中学は県下でも荒れている方だし、地域の住
保
 

だろうとい

、国から地

に任せなさ

ていますが、

く、暮れに

トされたと

カットが無

るはずでし

カット、管

年も組合に

で、予算編

クリアして

2学期から

た。当初は

、やってみ

したほどで

も購入し、

魚も子供た

三条産のコ

来年は、農

てそれを食

米にすると

を減らし、

それにより

食べてもら

ューにあわ

してもらう

に給食用に

民・PTA が非常にうるさい（三条の市民性）、施設

が古い、合併計画の中に学校を直す案が出ていな

い、先生を指導する場所が無いなどの問題があり

ます。長岡などは教育センターといって、各教科

の先生の資質をあげる指導をする場所があるそう

です。三条市も出来るところからやっていこうと

思い、今回の予算編成の中に組み込む考えです。

まず、県から来られている先生に、本来の仕事を

していただく、退職された校長先生・教頭先生・

一般の先生に嘱託などの形でお迎えし、指導して

いただくだとか、各小中学校にスクールヘルパー

として来ていただくというような形でやっていこ

うと思います。 

それと鍛治道場の設置についてです。市内の中

学校では技術の時間は各学校でやっていますが、

三条で出来る産地の品物を教える先生、あるいは

実際に教える場所がありません。ですので、子供

たちがそこで実技などが出来る場所があり、教え

てくれる先生がいたり施設などがあれば、三条で

研修が出来るのではないかと考えています。 

ぜひ手を貸していただきたいのはお金もさる

ことながら、三条の市民性を、言い得とかやり得

などを重視する市民性とは違った、責任・義務を

果たすと言った良い市民性に変化させてほしいと

思います。今日はどうもありがとうございました。 



        ・・三条ロータリークラブ例会日  

 

２月の行事予定 

日 月 火 水 木 金 土 

１ 

 

２           

◆南ＲＣ 

 新 年 会 

ＰＭ６：３０～

於：二洲楼 

３

◆北ＲＣ 

「世界理解月間」

４

◆三条ＲＣ 

外部卓話 

５ ６ ７ 

８ ９     （

◆南ＲＣ 
「世界理解月間」 

長岡技科大学部

生 ズバエルさん 

１０ 

◆ 北ＲＣ 

「ロータリー家

族週間」 

１１

建国記念日 

◆三条ＲＣ 

休 会 

１２ １３ １４ 

 

１５         
米山奨学 

セミナー 

於：長岡商工 

会議所 

１６

◆南ＲＣ 

卓話 

野中悟会員 

１７

◆北ＲＣ 

外部卓話 

舞踏家 

花柳雅鶴様 

１８  

◆三条ＲＣ

外部卓話

１９ ２０ ２１ 

２２ 

 

２３        

◆南ＲＣ 

｢ＲＩ創立 

記念日｣ 

 

２４

◆北ＲＣ 

外部卓話 

木原フォート 

木原 尚 様 

２５

◆三条ＲＣ

新春親睦例

ＰＭ６：３０

於：松木屋

２９     
会員増強 

セミナー 

於：長岡商工 

会議所 

 

  

 

 

祝）  

 

＊ 近隣ＲＣ例会変更のお知らせ＊ 

●吉田ＲＣ      ２月２０日（金） 夜例会 

●燕ＲＣ       ２月２６日（木） 友人招待例会 

 
 

 
   次週例会   ２月 ４日 外部卓話       

                                                      
 
次々週例会  ２月１１日（祝）建国記念日 休  
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